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報告報告概要概要
1995年1月17日に発生した阪神・淡路大震災の被災中心地、
神戸市中央区において発生する事象を事例に。

フィールド調査、定性調査によって得たデータを、ニクラス・
ルーマンの社会システム理論に照らし、理論的整理を行っ
た。

機能分化した近代社会における問題として震災復興を捉え
た。

「震災復興」の持つ2つの社会的機能を明らかにし、新たな
捉え方を提示する。

社会・経済システム学会

震災復興過程とは震災復興過程とは

災害の発生によって噴出する様々な問題に、被災した個人
/コミュニティが直面し、立ち直っていこうとするプロセス

社会・経済システム学会

問題意識問題意識

震災復興過程では、政治、経済、法、心理などについ
ての問題が個別に語られるため、問題と問題との連
関が見えてこない。

「震災復興」は、防災の話題につながりやすい。現状
では、その側面ばかりが言及され、結果としてそれで
終わってしまっている。

災害復興とはなにか、災害復興の機能は災害復興とはなにか、災害復興の機能は

どのようなものかという包括的に「震災」を捉えるどのようなものかという包括的に「震災」を捉える

視点が欠如している視点が欠如している
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研究手法研究手法

①社会システム理論：

コミュニケーションの視点からの社会分析

②ライフストーリー：

個人の意識からの社会分析

①①①①①①①①

②②②②②②②②
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社会システム理論社会システム理論

社会＝瞬時に立ち消えてしまう「コミュニケーション」
で構成される総体 ⇒社会システム

社会の要素：コミュニケーション

人間、個々人の意識を心的システムとし、社会シス
テムと区別する

「コミュニケーション」は、シンボルによって一般化さ
れたコミュニケーション・メディアによって補強される
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震災復興の社会的機能震災復興の社会的機能

震災復興の社会的機能は2つ

防災、治癒

震災復興の機能分化したシステムとして、「防災シ
ステム」、「治癒システム」を提案する

2つのシステムの決定的な違いは、被災体験を通有して
いるか否か。
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防災システム防災システムVSVS治癒システム治癒システム

防災システム：被災体験を共有しない/顔の見えな
いシステム

コミュニケーション・メディアは「不安」

治癒システム：被災体験を共有している/顔の見え
るシステム

コミュニケーション・メディアは被災体験をめぐる「共感」
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防災システム防災システム

「不安」を拠りどころにしたシステム
震災の惨状などの情報がマスメディアなどによって媒介
され、伝わることで、不安を喚起する。

不安感が新しくて壊れやすい紐帯と連帯とを生み出す
(Beck,2002)

防災システムのコミュニケーションは伝わりやすく、誰で
あっても参加できる

⇒この防災システムの拡張によって、阪神・淡路大震災の
機能は「教訓としての防災」へと転じている。

社会・経済システム学会

防災システム防災システム：具体事例：具体事例

「不安」を拠りどころにしたコミュニケーション事例

ミュンヘン再保険会社（Munich Re：)

アニュアルレポート＜世界都市の災害リスク指標化＞

防災ビジネス

防災対策マニュアル本、防災関連グッズ、耐震化設計など

企業の災害リスクファイナンスの本格化

防災SRI、CATボンド(カタストロフィリスクの証券化)

政策への「防災」の導入

防災まちづくり政策、
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治癒システム治癒システム

被災体験をめぐる「共感」を拠りどころにしたシステム
震災についての実体験を持つ人々のうちでローカルに成
立する。

震災で負った喪失体験に意味づけをし、被災によって芽生
えた新たな価値観や取り組みを通じて被災によって受けた
傷を癒していく。

⇒「神戸」という土地にいさえすれば、システムのコミュニ
ケーションに誰でも参加できるかというとそうではない。

社会・経済システム学会

治癒システム治癒システム：具体事例：具体事例

被災体験への「共感」を拠りどころにしたコミュニケーション事例

1.17希望の灯り

1.17希望のつどい

震災モニュメント

震災遺族の主観的リアリティ分析：ライフストーリー・インタビューより
抜粋

一部の「震災遺族」の語りを通した主観的な分析。

→そのため、分析結果そのものは具体的かつ限定的だが、目的は
特定の個人について理解することではなく、個人の主観をとおして
社会的リアリティの断片を描き出すことにある。

現代社会において被災体験者である（ありつづける）とはいかなる
ことであるのか？

社会・経済システム学会

1.171.17希望の灯り希望の灯り

「灯」にまつわるコミュニケーション
『電気もない真っ暗闇のなかで、灯りをたよりに
みんなで身を寄せ合ってた』

『どういうわけか、けっこうみんな灯に想いがあ
るねん』

1.17に、この灯りを分灯を希望する地域が毎年
増えている。シアトル、オーストラリアのほか日
本全国96箇所で分灯が行われている。
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毎年1 月17 日早朝午前５時から同日夜９時に
かけて行われている追悼イベント。

このイベントに参加することによって、人々は震
災が起きたまさにその時点へと帰ってくることが
できる。

『新年を迎えるみたいな感覚になる』『帰ってくる
べき場所』（1.17参加者インタビューより）

1.171.17希望のつどい希望のつどい
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震災モニュメント震災モニュメント

震災モニュメント：震災の犠牲
になった人たちへの慰霊の意
をこめて建立される慰霊碑

「あの日あのとき」と「今」とをつ
なぐメディア

あとに残された人々が悲しみや
苦しみを乗り越える、記憶を語り
継いでいくためにこそ必要とされ
る
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総括総括

震災復興の社会的機能を、「治癒」と「防災」とし、包括的に
「震災復興」を捉える視点を提示した。

治癒システムは閉じたシステムであり、体験した人が存在し
なくなってしまえば終わる。いかにシステムを開いていくかが
ポイントになる。

治癒システムを開くためのメディア・デザインの必要性
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神戸ルミナリエ神戸ルミナリエ

純粋に「美しい」と感じることから「共感可能性」をは
ぐくむ

社会・経済システム学会

今後の今後の展望展望：共感システムへ：共感システムへ

被災経験に基づく「共感」だけではなく、共感の幅を
広げる。

「共感」とは、

⇒「ヒロシマ」「ナガサキ」のように、経験の有無にアイ
デンティティを固定化させてしまうのではなく、「共
感」を抱いた人が語り部になってゆく

社会・経済システム学会

共感について共感について

「偶然性の債務」を人々に通識させること。

コンティンジェントであることが人々を苦しめる

もしかしたら自分もそうなるかもしれない、という認
識を持つこと、リスクに対して敏感になること
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